
■　佐賀県公共事業景観形成指針

１　目的

佐賀県は、趣の異なる二つの海、中央のなだらかな山々、肥沃な平野等豊かな自然や地形に恵まれ、先人たちは、日々の暮らしの営みの中で、また大陸との交流により、多様で個性的なまちなみなどを創造して後世に引き継いできた。この美しい景観をより良いものにして次世代に引き継ぐため、本県では、広域の景観行政をつかさどる主体として「佐賀県美しい景観づくり条例」（平成20年3月）(以下「条例」という。)を制定し、これを基本理念として、永続的に景観づくりを推進している。

公共事業はその規模や公共性から、地域の景観に与える影響も大きく、県土の景観形成の先導的な役割を果たすため、事業実施にあたり良好な景観形成への積極的な取り組みが求められている。

この指針は、条例第９条第１項の規定に基づき、公共事業における景観形成のための基本的な考え方を定めるものであり、本県の良好な景観の形成に寄与することを目的とする。

２．適用範囲

（１）対象事業

この指針は、県が実施する公共事業について適用する。

なお、景観形成のための内容や水準については、地域の実情や施設に求められる役割、その他の景観形成に及ぼす影響を勘案し適用する。
（２）適用除外

災害復旧事業など緊急を要する事業、地下構造物等事業による周辺の景観に与える影響がないか、きわめて小さい場合及び維持補修業務などの小規模な事業は、本指針の適用を除外することができる。

なお、このような除外事業であってもできる限り景観に配慮することが望ましい。

（３）他事業者への助言又は要請
県は、国や市町等が実施する公共事業について、本指針に配慮するよう助言又は要請する。

３．公共事業の実施における景観形成の基本姿勢

（１）地域特性を踏まえた上で、県民、事業者、県、市町等は良好な景観形成についての認識を共有するよう努める。

（２）事業担当者は良好な景観形成に対する知識の研さん等に努める。
４．公共事業の実施における景観形成の基本的考え方

（１）景観資源を把握し生かす

事業地の自然、歴史、文化等の景観資源を把握し、それらを生かすことにより、将来にわたり県民共通の資産となる景観を創出するよう努める。
（２）先導的役割を果たす

公共事業の実施においては、安全性、機能性及び経済性等とあわせて、景観は重要な要素の一つとし、良好な景観形成のための先導的な役割を果たすよう努める。
（３）公共空間の連続性、一体性を図る

景観形成に関連する他の法令、各種計画を把握するとともに、他事業との十分な連携により公共空間が連続性、一体性を持つよう良好な景観形成に努める。

（４）住民意見を把握する
事業の早い段階から地域住民、事業者及び市町の意見を反映するための必要な措置を講じ、地域住民の意識を高めるとともに、官民協働による良好な景観の形成に努める。

（５）視点場からの見え方に配慮する

公共施設が視点場（見る場所）及び視対象（見られる対象）となる事に配慮し、眺望景観が良好となるよう努める。特に道路、河川等については、移動によって連続して変化する景観の調和に配慮する。

（６）使いやすさを考慮する
誰もが安心、安全、快適に利用できるよう、利用者の動線や目線、スケール感を考慮した施設の整備に努める。
（７）時間の経過を考慮する
時間の経過や維持管理のしやすさに配慮した整備を行うとともに、構想、計画、設計段階において定められた景観形成の意図を維持管理段階まで継承するよう努める。
５　共通指針
５－１　基本的事項
①位置及び規模
１　地域のランドマークやスカイライン等を阻害しないよう、視点場からの眺望に配慮する。

２　山、海、川等の自然や田園、まちなみ等の眺望を楽しむことができる場を設けるよう工夫する。

３　従来の地形の改変を最小限にとどめるとともに、自然やまちなみの連続性を遮断しないよう努める。

４　良好な景観を形成している樹木や緑地、歴史的建造物等の景観資源を保存、活用するよう努める。

②形態及び意匠

１　違和感や圧迫感のある形態、意匠は避け、機能に根ざした合理的で必然性のあるシンプルな形態を基本とし、周辺の景観と調和するよう努める。

２　地域のシンボルとなるような公共施設の整備にあたっては、地域にふさわしい優れた形態、意匠となるよう慎重に検討する。

③素材

１　周辺の景観に調和した素材を使用するとともに、自然素材又は伝統的素材など地場産材が使用できる場合には、積極的に活用するよう努める。

２　耐久性があり、維持管理が容易で経年変化により風格の増す素材の活用に努める。
④色彩

１　公共施設の基調となる色については、高彩度を避け、四季を通じて周辺の景観と調和した落ち着いた色彩を基調とするよう努める。

２　地域のシンボルとなるような公共施設の整備にあたっては、シミュレーション等により周辺の景観に与える影響について慎重に検討する。

５－２　要素別事項

①法面

１　現況の地形に応じた構造及び形態とし、圧迫感を軽減させるよう努める。

２　長大とならないよう努め、やむを得ず長大となる法面の覆工については、緑化による修景など周辺の景観と調和するよう努める。
②擁壁

１　長大とならないよう努め、やむを得ず長大となる擁壁については、形態、意匠等の工夫や緑化による修景等により圧迫感を軽減させ、周辺の景観と調和するよう努める。

③防護柵

１　位置、構造、形態、素材及び色彩の工夫により、地域及び場所の特性や統一性に配慮し、周辺の景観と調和するよう努める。

④護岸

１　周辺の景観との調和や自然環境の保全に配慮し、場所の特性に応じて親水空間を確保するよう努める。

⑤緑化

１　緑化による多様な機能を把握したうえで、生育に十分な基盤を整備し、地域の植生及び周辺の景観と調和した樹木の選定、配置を行うとともに、適切な維持管理に努める。

⑥標識、公共広告物

１　設置数や設置場所の適正化を図り、できる限り整理統合に努める。

２　色彩、形態、規模、素材、意匠等の工夫により、秩序ある賑わいや自然美を損なわないよう配慮するほか、地域及び場所の特性に配慮し、周辺の景観と調和するよう努める。

⑦照明施設

１　形態、意匠、素材及び色彩の工夫により、地域及び場所の特性や統一性に配慮し、周辺の景観と調和するよう努める。

２　位置、光の強さや色等の工夫により、光害が生じないよう配慮し、夜間の景観が良好となるよう努める。

⑧舗装

１　素材、意匠及び色彩の工夫により、地域及び場所の特性に配慮し、周辺の景観と調和するよう努める。

⑨占用工作物等
１　位置、形態、意匠、素材及び色彩の工夫により、周辺の景観との調和、及び占用工作物相互の統一性が図られるよう指導に努める。

６　施設別指針

国の景観形成ガイドライン等を活用するよう努める。


















































































































































































































PAGE  
2

